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ニ五一一

止
及
ぼ
す
乙
・
と
の
推
測
も
出
来
る
。
併
し
是
を
通
る
に
付
帥
の
位
t
仁
一
式
ふ
が
、
七
歳
は
亦
幼

ι子
供
の
分
れ
ロ
で
、

℃
は
、
七

ι一五
λ
数
に
付
て
少
々
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
若
物
の
附
紙
十
一
解
一
い
℃
仙
W
J
乙
取
持
へ
る
耐
仰
を
す
る
の
共
俄

七
の
数
は
人
組
問
闘
の
始
よ
λ
y
j

一
秘
不
思
議
な
数
と
考
数
十
四
蔵
は
生
理
組
上
子
供
が
青
年

ι成
る
時
期
で
、
音

へ
ら
れ
て
を
る
。
創
佐
紀
代
も
地
球
は
七
日
で
出
来
た
I
乙
制
御
の
畿
化
す
る

1ι
共
代
、
身
、
脱
内
に
放
仙
波
が
出
る
わ
ら
、

一
式
け
い
、
仰
の
供
養
を
す
ふ
代
、
ベ
七
日
々
々
が
ゆ
ー
に
な
…
病
気
代
様
。
易
い
。
従
て
共
一
削
一
齢
紅
J
J

ト
ト
の
内
も
は
し
J

一
怒

っ
℃
を
る
。
楽
も
一
週
λ

リ
印
ち
七
日
一
飲
ま
ね
ば
効
験
が
分
一
死
口
容
が
多
い
。
そ
れ
が
ら
二
十
一
歳
は
丁
年
で
、
白
河
械

ら
ね
之
一
お
ふ
バ
炉
、
深
く
考
へ
℃
見
れ
ば
、
此
一
遡
日
も
矢
一
の
後
越
が
略
ぼ
足
、
?
、
，
p
、
六
七
四
十
一
一
成
は
俗
に
所
間
厄

時一

b
Nけ
の
引
力
に
関
係
一
か
わ
る
。
何
故
か
?
乙
一
式
へ
ば
朔
日
一
年
で
わ
る
。
四
十
二
歳
以
後
は
、
悦
質
が
次
第
々
々
に
治

I
f
一
十
五
日
が
大
槻
で
、
英
中
問
、
が
小
潮
で
わ
る
J

了
皮
二
粍
す
る
の
で
あ
、
Q
l

間
十
二
を
厄
年
ー
に
一
潟
、
ふ
は
、
間
一
一
郎

・

、

し

巾

ι

ク
月
の
問
に
、
二
岡
高
く
な
っ
モ
ニ
向
低
く
な
ふ
。

ωち
て
・
り
九
と
一
品
目
が
通
七
℃
ど
る
か
ら
、
不
吉
で
わ
る
、
故
代
一
肌

上
が
ら
J

下
が
λ

リ
、
上
が
λ
γ

下
が
ら
で
、
月
の
引
力
の
抑
揚
一
年
代
し
℃
を
る
け
れ
ど
も
、
若
変
則
に
向

λ
t乙
乙
ろ
で
あ

崎
町
一
械
の
向
が
間
同
校
強
化
す
お
勘
定
に
な
る
。
大
除
燃
の
…
ぶ
か
ら
、
資
際
附
質
一
に
か
大
仰
鋭
化
、
が
起
る
の
は
常
然
で
あ

一
ヶ
月
は
二
十
九
日
許
で
あ
る
か
ら
、
之
を
問
分
す
れ
ば
…
る
む
七
七
四
十
九
歳
は
存
命
男
女
の
禁
管
長
1

2

路
ぼ
七
日
'
と
な
る
。
故
に
引
力
の
働

3
具
合
が
七
日
々
々
一
生
れ
る
の
は
女
百
人
に
つ
い
て
、
男
百
四
人
計
な
れ

E
、

に
向
を
縫
へ
る
、
其
陥
性
一
が
幾
千
前
年
の
間
入
慨
に
作
用
…
旧
刀
の
方
が
脊
死
す
る
ー
ー
に
し
て
、
七
九
六
十
一
一
一
は
六
十

し
て
、
七
の
数
ー
に
人
燃
と
は
蹴
る
べ
か
ら
去
る
関
係
を
持
日
一
の
還
凶
に
い
近
い
歳
で
あ
る
が
、
般
質
上
が
ら
一
誌
へ
ば
、

つ
様
に
な
っ
た
も
の

ι考
へ
ら
れ
る
。
入
に
よ
っ
て
相
匙
六
十
三
が
真
の
還
暦
で
あ
ら
う
。
二
十
一
お
は
上
。
抜
、

は
あ
る
が
、
生
理
的
中
岩
の
一
五
よ

ι之
、
ろ
に
よ
れ
ば
)
際
貿
そ
れ
よ
ウ
四
十
二
迄
は
平
坦
に
し
て
、
以
下
六
十
一
二
迄
は

は
大
低
六
七
年
目
絡
に
一
援
す
る
J

偲
訟
に
も
七
つ
迄
は
下
bJ
坂
、
七
十
で
古
稀
の
・
資
を
す
る
。
以
上
述
べ
奈
ち
代
議
“

長
島
盟
関
韓
関
器
認
調
調
関
遺
書

3
1
4
3詞
遭
遇
鶏
遭
遇
3
鱒
劉
鋼
連
品
事
調
認
韓
関
電
議
雪
語
勢
調
議
韓
関
諸
事

雑

総
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占

な
事
、
わ
ら
、
七
と
一
潟
よ
数
は
一
一
組
不
可
思
議
な
も
の
で
あ

る
、
一
一
柳
秘
的
の
も
の
で
あ
る
i
L
一
ス
ム
考
が
起
っ
た
の
で
あ

ふ
う
。
七
堂
伽
際
、
七
賞
、
七
依
の
袈
裟
、
七
一
服
純
、
七

壮
、
七
情
、
七
草
等
よ
り
、
七
皮
生
れ
℃
蛾
を
討
つ
な
Y』

以
抵
一
尚
一
一
一
日
、
七
幾
七
泣
の
別
ち
方
に
去
る
迄
、
七
の
放
に
紘
一

段
、
が
あ
る
。
是
は
月
の
引
力
が
人
間
在
識
と
て
矧
は
れ
た

の
で
あ
る
が
、
自
然
界
に
於
け
る
光
線
の
組
成
色
ー
へ
一
原

子
の
迦
期
禅
、
ま
で
が
、
共
に
七
で
ι

わ
る
に
歪
て
は
、
A
他〉、

驚
か
w
d

る
を
符
な
い
。
併
し
之
は
バ
と
は
何
等
の
関
係
も

な
い
。

一、

z'・1・u
a
i
‘
 

白山一

，
 

主
H
E
f‘

千
九
百
七
年
の
匙
慌
た
論
ず

丸

山

訓

ご且二
.広三

合l....... 

iilHl 

1
4
 

4古
川

A
1
や
寄
人
は
千
九
百
七
年
米
側
恐
慌
の
成
行
の
一
般
ケ
一
談

。
，
而
し
℃
共
に
依
ら
℃
惹
起
ロ
れ
た
る
特
質
を
考
究
す
る

に
充
分
な
る
時
期
に
到
迷
せ
る
な
知
る
。
賓
に
千
九
百
七

一
川
年
の
恐
慌
は
様
々
な
る
駄
に
於
で
以
前
米
側
に
知
れ
る
数

来住

， ; 鍛

皮
の
恐
慌
と
相
似
せ
る
所
多
け
れ

ιも
其
激
烈
の
成
強

く
、
会
凶
に
瓦
ム
ツ
て
信
用
機
関
は
破
接
出
れ
会
然
同
時
に

銀
行
の
支
挑
停
止
、
破
産
者
の
総
出
を
見
た
る
が
如

5
は

合
衆
凶
々
立
銀
行
制
皮
の
創
立
以
来
示
、
究
官
で
見
な
る
の

事
刈
よ
鴎
せ
ム
ソ
、

τ
・FE

，A1
・Et
-
-
l
J
'

・

邦
一
訟
に
℃
は
一
般
に
の
診
山
O

も
宮
口
…
ο
も
共
に
滋
協
と
〕

一
一
一
口
に
之
を
詳
し
℃
敢
℃
区
別
す
る
お
少
な
く
従
つ
℃
悦

m

芯
る
、
と
と
の
多
く
又
人
に
依
λ

リ
茶
所
見
を
具
に
す
る
が

訟
に
滋
に
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
柳
か
一
前
者
の
意
義
を
別

か
に
す
る
の
要
わ
る
べ
し
。

タ
ア
ー
ム
ン
グ
ポ

4
ント・

一
ク
ラ
キ
ジ
ス
は
商
業
界
繁
栄
の
綾
料
捌
に
し
℃
其
後

一
に
整
理
時
代
印
沈
滞
期
を
伶
ふ
も
の
な

b
、
此
沈
滞
期
に

あ
り
℃
は
物
俄
は
一
般
に
低
絡
し
℃
商
工
業
は
艇
は
ず
、

蕊
し
か
く
の
如
告
は
資
本
的
生
産
に
於
け
る
必
然
的
に
生

ず
る
氏
防

2
5、
パ
ニ
吋
ノ
ク
は
…
岡
信
用
制
・
肢
の
一
時
的

、

-

4

・4EE
S
E
泊
、

4

d

一
九
併
に
し
℃
信
用
が
依
つ
℃
以
℃
成
立
す
る
一
般
の
信
念

破
践
の
.
鴻
に
怒
起
，
w
d
れ
得
る
な
一
夕
刊
而
じ
℃
泌
慌
に
闘
し

℃
卒
者
の
下
せ
る
定
義
一
を
見
る
に
、
バ
ア
!
ト
ン
氏
は
ク

ラ
キ
ジ
λ

を
以
℃
寸
事
業
界
に
於
け
る
急
性
的
の
援
問
仙
の

ニ五一一一
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'
e
S
E
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E

F

 

t

‘、、a，
 

，
 

冨

A治
EF.a勺2

、

仏
陀

b
惇
A

A
泌

別
緑
色
」
期
間
・
に
し
て
信
用
及
物
俄
の
破
壊
を
示
す
も
の
し
1

乙
件
は
れ
診
る
時
は
其
に
続
く
沈
滞
期
は
地
常
と
異
な
ら
ず

一
じ
切
の
り
付
。
色

8
(
不
景
気
)
を
以
℃
ユ

mm永
含
期
間
の
援
安
全
な
る
も
の
な
夕
、
荒
し
物
位
、
傍
銀
は
蕊
に
似
し
投

飢
ぶ
し
て
鵡
工
業
の
活
動
及
利
測
が
正
常
の
一
小
慾
・
を
下
れ
機
事
業
は
潰
崩
し
γ

悲
磁
議
弱
な
る
も
の
は
破
産
す
れ

yi

る
欣
態
し
・
と
な
し
-
而
し
て
パ
ュ
ヲ
ク
な
る
詞
は
ク
ラ
ヰ
も
危
急
に
際
じ
恨
一
軍
好
く
成
迎
し
た
る
市
町
枇
ば
一
時
の
利

γ
ス『
ι
同
一
事
情
を
心
理
的
に
見
、
た
る
も
の
7

乙い

λ
な
…
盆
の
損
失
に
止
ま
る
べ
け
れ
ば
な
b
、
然
る
に
一
朝
ク
フ

b
o
(
バ
ア

1
ト

シ

氏

恐

慌

論

一

七

百

)

…

キ

ジ

ス

に

引

総

b
d
バ
ニ
ツ
ク
起
ら
ん
か
多
数
の
着
賞
正
庇

一
ジ
ヨ

!ν
ス
氏
は
ク
.
フ
キ
ジ
ス
註
解
し
て
つ
事
業
蕗
理
の
…
な
る
商
一
枇
も
叉
破
産
の
反
日
を
弛
れ
符
ず
。
(
郷
江
激
授
法

一
極
端
保
守
主
義
の
念
激
な
る
瀦
用
に
し
て
事
業
家
の
康
弘
之
新
銀
行
論
第
六
版
h

四
悶
七
山
灯
、
山
部
一

mm)

-
一
範
闘
に
支
挑
不
能
の
獄
態
を
鷲
ら
す
も
の
し

J
せ
b
o

一
犬
れ
千
九
百
七
年
の
単
純
慨
は
外
見
上
千
八
百
七
十
三
年
或

(
ジ
ョ
ー
ジ
ス
氏
経
済
恐
慌
論
、
四
百
)
…
は
千
八
百
九
十
三
年
の
共
に
比
し
て
結
く
べ
う
伶
枇
な
旦

夕日フヰ・・

γ
ス
は
常
に
パ
ニ
ッ
ク
に
依
λ

ツ
℃
件
は
る
〉
も
の
…
し
た
る
漁
想
外
の
も
の
な
b
A
d
、
株
式
相
場
は
総
務
し
、
利

hk
あ
ら
ず
叉
ー
で
一
ツ
ク
は
時
J

乙
し
て
タ
フ
ヰ
ジ
ス
な
く
し
一
子
歩
合
は
米
側
市
場
片
品
於
ー
だ
は
勿
論
、
欧
洲
金
融
中
心
中
限

℃
起
る
乙
之
わ
λ
y
、
例
之
米
凶
に
て
千
九
百
三
年
の
夏
に
…
場
に
於
て
も
未
合
小
川
怖
の
上
勝
古
来
た
し
、
向
尖
の
上
に
一

於
て
株
式
資
本
放
下
に
於
て
ク
ラ
ヰ
ジ
ス
ゐ

b
し
が
パ
-
一
一
般
人
民
を
刺
激
し
た
る
は
急
激
な
る
銀
行
の
取
付
、
総
念

日J
ク
な
く
之
、
代
反
し
て
千
八
百
九
十
六
年
に
於
て
千
八
百
一
券
の
巨
簡
の
殺
行
、
通
貨
の
死
滅
)
長
期
k
v
a
る
銀
行
の

九
十
三
年
の
恐
慌
に
絞
く
長
a
d
洗
滞
期
の
絡
に
近
づ
ち
℃
，
文
挑
停
止
等
な
・
夕
、
然
れ

E
も
総
℃
此
等
の
，
現
象
た
る
表

大
統
飯
ク
η
ノ
!
プ
ラ
シ
ド
氏
の
グ
ヱ
ネ
ズ

z
-
フ
宣
一
一
一
一
ロ
は
内
ノ
而
上
の
出
来
事
に
じ
て
一
日
一
部
尚
も
な
h
t
恐
怖
心
に
般
は

ォ
1
-
Y
、
ス
ト
ク
!
ト
に
於
て
一
小
隠
域
的
の
バ
ユ
ヅ
ク
る
〉
や
何
時

-K℃
も
後
生
す
る
腕
の
現
象
化
、
過
言
ず
し
て

た
窓
越
せ
し
め
た
よ
り
1
b
y
M
フ
キ
ジ
ス
が
パ
一
回
一
ツ
ク
現
象
に
商
工
業
根
本
の
獄
態
に
闘
し
℃
山
比
例
等
影
，
響
す
ふ
腕
な

遭
遇
繭
調
理
謹
子
宮

3

3

百

ヨ

脅

議

選

一

-

謁

翠

3議
官
選
謹
一

一
一
五
問
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〈
、
未
だ
以
℃
ク
ヌ

E

仇

i
V
スー

ιな
す
に
足
ら
、
ず
、
而
し
て
七
年
以
来
英
年
度
額
は
十
年
以
前
に
は
何
人
の
歩
必
だ
も

同
年
の
恐
慌
を
以
て
夕
刊
フ
ヰ
ジ
ス
・

ιな
す
論
活
の
原
凶

ι
及
川
以
診
る
捌
A
W
に
謹
一
せ

b
、
千
八
百
九
十
年
永
岡
必
椴
局

す
る
所
を
見
る
に
第
一
所
前
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
イ
ク

Y
か
の
統
計
に
依
れ
ば
貨
幣

mlf」
し
て
使
用
出
る
〉
恥
肌
凶
ダ
の
金

(
一
忠
告
0
3
u
u
v
米
闘
を
見
鉢
ぴ
信
加
の
破
援
時
期
掠
れ
る
供
給
高
は
四
十
依
弗
k
下
ら
w
d
A
Y
し
が
千
九
百
七
年
に
は

な
h
j
t
ζ

第
二
に
南
側
、
日
露
雨
戦
守
に
依
ι
リ
℃
祉
問
仰
の
信
一
七
十
億
弗
を
起
泌
ぜ

b
、
金
の
此
増
加
I
乙
同
時
に
銀
行
信

が
械
…
扱
ヨ
れ
資
本
の
存
夜
古
典
に
し
其
替
地
位
に
m
m
b
ん
一
周
の
枇
め
く
べ
b
t
膨
脹
表
は
れ
た

b
、
米
凶
に
於
℃
銀
行
預

と
す
る
際
に
資
本
の
需
給
関
係
の
不
泊
合
よ
ら
辿
れ
ら
よ
二
金
は
千
八
百
九
十
年
よ
λ

ッ
千
九
百
七
年
の
問
に
六
十
億
拘

な
す
な
夕
、
更
に
米
宙
戦
守
を
も
英
中
に
加
λ
る
者
ヨ
へ
一
よ
り
百
九
十
億
弗
に
増
加
し
た
る
が
資
際
此
等
は
千
八
百

点

w
b、
然
れ
ど
も
事
後
の
紋
態
乞
以
て
す
る
に
直
に
快
俊
一
九
十
七
年
以
後
に
却
り
た
る
も
の
な

b
、
一
減
食
防
地
脳
同
官
の

し
℃
昨
今
米
側
総
務
採
に
は
一
昨
年
守
が
〉
る
事
的
放
の
わ
λ

二
計
算
に
従
へ
ば
凶
立
及
州
立
銀
行
、
に
於
け
る
似
人
の
澱
令
一

し
と

ιを
減
せ
診
る
杭
に
平
日
の
如
く
に
快
復
せ
夕
、
故
一
高
は
千
九
百
年
に
七
十
億
弗
ょ

b
千
九
百
七
年
代
は
百
三

位
一
之
を
以
て
グ
ラ
ヰ
V

ス
と
一
試
ふ
時
.
は
現
象
の
説
明
に
古
一
十
億
弗
に
増
加
せ
ι
リ
、
千
入
百
九
十
七
年
の
初
に
上
且
り
始

し
り
所
な

5
ゃ

。

…

め

千

九

百

七

年

の

一

月

に

終

λ

リ
た
る
問
に
於
て
余
鈴
本
位

金
産
一
級
滋
仰
の
影
響
…
闘
の
古
川
-
物
俄
は
問
割
方
騰
設
し
、
株
式
市
川
切
に
於
け
る

近
年
経
滅
的
現
象
中
断
判
錯
す
べ

3
も
の
よ
」
し
て
詩
人
・
代
表
一
相
場
の
勝
賞
は
走
れ
、
以
上
な

b
3
0

は
る
〉
も
の
は
金
の
供
給
の
非
常
な
る
増
加
及
之
ぷ
伴
ム
一
如
斯
総
℃
物
価
の
勝
賞
、
信
用
の
膨
脹
は
主
t
乙
し
℃
世
界

物
僚
の
騰
貨
な
ら
此
事
賢
た
る
慨
に
明
白
に
し
て
訟
に
賛
に
於
け
る
金
在
高
の
愁
常
な
る
増
加
に
賊
凶
せ
、
ず
え
ば
わ

言
ど
要
せ
診
る
衣
絡
な
れ

wι
も
千
八
百
八
十
七
年
の
初
に
ら
ず
、
箆
に
比
繁
築
時
期
は
ぬ
皮
の
泌
悦
代
到
し
℃
武
宮

蛍
J
Y
惟
界
の
金
年
産
額
は
非
常
の
高
に
上
主
り
千
八
百
九
十
負
)
ム
所
大
に
し
て
其
問
多
少
会
業
熱
唱
ピ
抑
制
し
叉
倍

mhz

二
五
五

泳
亦

M
叫
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作
弘
，
d
e

器提

終

二
五
六

撹
乱
し
た
る
事
震
な
告
に
わ
、
b
w
o
zり
し
が
共
等
は
数
ふ
る
と
の
驚
〈
べ

3
祭
日
ほ
の
期
間
比
於
て
詩
人
が
以
前
岡
一
般

に
足
、
b
ず
邸
前
阿
日
潟
両
戦
争
、
パ

Y
J
7
.
t
ァ
!
及
サ
シ
態
の
下
に
凡
だ
る
如
く
反
動
色
濃
川
ら
す
べ
当
泌
勢
力
の
伏

フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
の
火
災
震
災
等
の
事
磁
災
難
代
も
拘
ら
ず
在
し
た
る
な
λ

ヘ
共
著
し
主
も
の
は
郎
資
本
の
側
窓
に
し

好
景
気
の
潮
流
は
千
九
百
七
年
の
初
切
に
至
る
ま
.9
何
等
℃
、
初
事
業
を
越
す
鎗
代
資
本
に
刻
す
る
需
要
殊
に
一
小
織

の
故
防
を
受
付
ず
し
て
充
満
せ

b
、
物
俄
は
.
騰
貸
し
妹
式
一
貫
な
る
資
本
放
子
の
殺
に
す
る
需
要
多
く
滋
に
資
本
供
給
¥

市
場
は
人
気
既
成
慨
に
し
て
手
形
交
換
尚
は
膨
脹
し
通
常
一
一
高
に
侠
乏
を
域
ず
る
に
歪
れ
ら
、
世
界
乞
泌

h
℃
銃
殺
有

一
般
の
人
士
は
之
を
以
℃
か
く
の
如
告
白
然
の
朕
態
に
掠
る
一
般
経
務
の
高
は
千
九
百
年
比
於
て
一
約
千
百
億
弗
1
ζ

枕
外
出
せ

一
腕
深

3
此
好
景
気
は
太
陽
東
よ

b
出
、
℃
商
代
波
す
る
問
永
一
ら
れ
令
来
同
開
会
怖
の
宮
を
紛
超
過

t
b、
英
凶
に
於
℃
腕

久
に
総
総
す
る
も
の
l
ζ

思
縦
せ
ら
。
一
株
式
の
後
行
は
千
九
百
凶
年
に
終
る
五
ク
年
間
の
総
計
一
一
一

一
印
し
て
此
好
氏
筑
は
決
し
て
獅

b
米
凶
の
み
に
限
ら
れ
一
十
四
億
五
千
四
百
九
十
七
民
八
千
九
百
七
十
五
弗
ー
に
部
出

ず
、
加
公
太
代
於
℃
も
又
は
・
今
一
欧
洲
を
池
し
川
水
℃
は
市
一
政
一
れ
た
る
が
此
の
中
に
は
倫
放
に
℃
殺
行
w
d

れ
た
る
外
凶
株

米
利
加
議
闘
に
歪
る
ま
で
似
A
T
其
皮
洩
し

ι騰
も
何
れ
の
…
式
の
著
し
き
高
を
合
h
u
h
-

合
衆
闘
に
於
け
る
新
設
命
日
枇
の

山
間
も
此
好
日
以
気
に
側
、
b
れ
去
る
な
く
介
衆
闘
に
於
け
る
会
一
殺
に
要
し
た
る
資
金
の
高
は
在
の
如
し
。

手
形
交
換
誌
は
千
八
百
九
十
六
年
に
は
五
百
十
位
均
一
な
λ
二

一

九

O
四

年

一

O
O
一
二
げ
五
問
ご
り
二

0
0

し
が
千
九
百
六
年
に
は
千
六
百
憾
弗
に
迭
し
、
倫
敦
の
交
一
一
九

O
五
年
，
一
六
九
四
、
一
入
七
、
一
一
一
一
一

換
高
は
七
十
五
俗
傍
よ
ら
百
三
十
依
般
に
巴
虫
の
交
換
高
〈
一
九

O
六

年

一

一

二

O
七
、
九
七
O
、
O
O
O

N
U

七
十
憶
ブ
タ
ン
よ
λ

ソ
百
八
十
億
フ
ラ
ン
に
上
れ
ム
ソ
、
此
…
九

O
七
年
一
間
五
九
、
一
一
一
二
五
、

G
O
O

-7形交
ぬ
高
の
後
述
は
勿
論
莫
大
な
る
物
日
仰
の
生
産
及
資
ー
米
同
融
令
市
場
の
快
鮎

6

支
の
い
決
裂
J

乙
見
る
べ
き
な

h
o

、
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斯

資

本

比

訴

す

る

法

外
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る
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要
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世

界

種
電
墨
重
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昌
?
醤
税
理
事
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乞山地
b
て
投
機
熱
の
勃
興
及
令
産
一
織
の
増
加
は
盆
以
℃
紙
一
手
形
交
換
所
は
信
托
命
日
枇
代
到
し
℃
預
金
の
J

初
代
初
常

古
川
市
場
の
快
鮎
た
る
作
用
を
助
長
せ
し
は
り
た

b
、
米
凶
代
す
る
準
備
金
L
Z
泣
く
の
義
務
な
負
は
し
め
ん

ιじ
た
る
時

於
℃
は
わ
る
時
期
に
特
に
投
機
Mmbz
悲
起
す
る
の
原
倒
わ
に
信
托
件
批
は
漸
次
交
換
所
を
却
け
t
p
、
比
決
議
が
千
九

λ

ッ
、
印
西
南
部
地
方
よ
ら
刺
僚
資
金
が
純
育
収
集
中
す
る
〕
百
六
年
純
脊
州
の
一
治
体
と
な

b
、
交
換
所
代
加
入
社
る
信

乙
之
、
紘
一
円

1
ν

カ
ゴ
し
1

セ
ン
ト
Y

4
・
」
等
の
大
都
市
に
一
托
曾
枇
は
預
金
に
劉
し
℃
一
例
五
分
の
準
備
令

k
有
ぜ
WAH

ゐ
る
倒
立
銀
行
に
剥
し
て
釜
山
側
の
倒
立
一
銀
行
準
備
金
を
湖
一
る
可
、
b
Y
4
'
Q
乙
E

と
〉
な
れ

b
、
立
ベ
忠
世
代
一
二
分
の
一
の
り
が

托
す
る
の
制
皮
ぷ
組
前
日
株
式
取
引
坊
の
受
波
が
一
日
吉
以
て
正
・
貨
を
以
℃
保
有
じ
其
他
は
他
の
銀
行
へ
の
預
金
利
く
は

℃
期
限
と
す
る
乙
と
等
何
れ
も
投
機
一
熱
の
原
凶
と
な
る
妹
一
一
定
の
資
絡
わ
る
心
得
促
薬
分
一
ど
以
℃
充
つ
る
乙
と
を
符
る

に
制
引
歩
令
に
劉
し
℃
中
央
銀
行
の
段
授
を
全
く
快
込
・3
殊
一
に
も
拘
ら
ず
、
前
後
信
托
合
祉
に
℃
交
挽
所
に
加
入
せ
る

h
M

ヤ
倫
注
意
す
べ
言
は
最
近
十
年
間
代
管
法
門
枇
I

乙
州
立
銀
一
者
な
与
に
歪
れ

b
w
而
し
℃
一
方
に
於
℃
託
先
・
私
人
の
金

一
れ
と
が
成
慨
に
各
地
方
代
行
は
れ
た
る
乙
と
な
ら
、
印
信
托
一
業
が
税
務
芥
の
好
景
気
に
件
以
株
式
組
織
に
経
返
し
多
く

命
一
一
枇
の
方
叫
服
部
日
を
変
る
ζ
・
と
少
な
(
、
叉
州
立
銀
行
は
趨
の
合
一
枇
合
併
寸
る
に
方
ム
ツ
℃
従
来
の
ん
切
れ
一
此
の
際
熊

(mooル
'

品
目
山
の
準
備
h

官
を
要
せ
ず
又
銀
行
紙
幣
k
之
に
常
つ
る
な
得
三
口
)
乞
非
常
な
る
高
.
伯
に
見
様
λ

リ
、
其
の
見
積
ら
た
る
俄

る
が
放
に
此
等
令
融
機
闘
に
於
け
る
信
用
取
引
は
ゐ
る
れ
に
悦
判
じ
て
多
く
の
株
式
右
後
行
す
る
と
I
乙
行
は
れ
た
，
り
、

度
合
で
令
賃
之
伶
は
ず
し
℃
臼
尚
に
膨
脹
す
る
乙
・
と
な
符
か
く
し
て
脱
税
行
当
れ
た
る
株
谷
は
投
機
の
好
財
料
之
な

わ一
A

る
危
険
な
る
性
質
ど
有
す
る
以
上
比
一
羽
事
鎚
の
起

b
、
愈
以
て
株
式
相
場
の
勝
賞
hz来
た
び
し
め
た
h
J
-
此

ιー
た
る
場
合
に
は
之
を
救
約
す
べ
示
中
央
機
関
な
し
倒
立
種
の
務
克
は
千
九
百
年
代
兆
数
百
八
十
一
ご
に
し
て
株
令
後

銀
行
間
に
は
手
形
交
換
所
委
員
合
存
在
す
れ

r志
信
托
合
行
商
一
一
一
十
伝
八
千
五
百
二
十
銭
弗
、
千
九
百
四
年
に
は
尖

計
一
に
は
会
く
か
}
る
機
関
を
川
柳
へ
ず
、
千
九
百
三
年
・
知
育
数
一
一
一
百
五
に
じ
て
接
行
高
六
十
七
億
千
七
百
七
十
九
潟
弗
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一
一
蕊
八

4・，-

る
〉
乙
と
な

b
、
一
英
前
捻
代
っ
ち
』
綴
済
界
に
淑
怖
心
、
ど
抱

株
式
市
場
の
反
働

J

か
じ
め
た

b
、
八
一
月
九
日
に
ポ
λ

ト
ジ
市
が
間
歩
利
付
市

都
々
の
新
株
式
が
株
式
取
引
所
の
資
民
に
上
れ
ば
従
来
取
償
問
百
高
弗
右
後
一
行
じ
た

b
し
か
ニ
十
部
弗
の
勝
募
め
か

引
所
に
出
入
せ

w
d
bじ
者
も
初
代
入
λ

リ
来

b
株
式
時
償
は
し
の
み
。

賢
一
債
を
代
表
せ
ゲ
る
税
皮
に
上
れ
ら
、
千
九
百
二
年
頃
よ
…
如
芝
山
も
同
時
に
同
容
に
て
千
五
百
お
郊
の
市
む
殺
行

λ

リ
印
刷
々
の
投
機
取
引
を
生
ド
レ
た
る
1
ζ

同
時
に
相
場
に
激
畿
一
せ
し
に
二
百
七
十
一
誠
一
一
一
千
弗
の
総
ぷ
を
得
る
に
止
・
2
れ

を
来
せ
ち
一
、
例
へ
ば
千
九
百
三
年
二
月
以
来
ピ
ツ
グ
ア
イ
一
る
の
事
震
を
生
し
、
清
々
一
経
済
一
批
食
の
航
況
不
良
の
お
e

賓

オ
シ
の
時
僚
は
一
一
噸
二
十
四
弗
二
十
五
仙
よ
λ
y
、
十
五
州
知
一
起
れ
λ
y
o

)

ぺ

ニ

ヅ

ク

一
宇
に
下
落
し
た
よ
リ
、
か
〉
れ
ば
例
銚
合
同
∞
け
白
色

0
0
3
E二
十

月

の

政

悦

A
U
H
j

の
株
式
も
三
十
九
、
北
分
の
七
よ

b
一
O
K
下
落
、
し
、
…
普
通
の
パ
ニ
ッ
ク
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
突
然
生

其
優
先
株
は
八
十
九
四
分
三
よ
れ
ノ
四
十
九
、
四
分
三
に
下
一
、
ぜ
る
通
貨
の
緊
縮
h
M
h

依
λ

り
芯
起
び
れ
た

b
、
然
、
b
ば
兆
服

務
し
允
ι
リ
、
要
す
る
に
常
時
株
式
は
義
貸
な
る
投
資
業
者
一
一
悶
如
何
と
云
丸
に
略
的
時
総
慌
の
中
心
は
聯
A
W
銅
株
式
同
日
ロ

の
手
に
下
ら
ず
所
部
不
消
化
続
券

gamgEω
。
。
口
氏
々
七
件
。
仏

002ω
除
去
っ
日
記
る
も
の
な
か
、
郎
ち
一
部
の
人
士
が

多
か

b
b
J
¥
か
〉
る
朕
況
ケ
一
以
て
千
九
百
七
年
に
至
れ

b
…
之
を
買
占
め
た
る
が
矯
め
一
一
時
三
十
七
弗
よ
ム
ツ
ム
ハ
十
弗
に

着
賞
な
る
銀
行
家
は
常
時
蹴
に
前
方
を
警
戒
せ
し
が
果
然
一
時
債
総
長
せ
し
が
忽
ち
十
月
十
六
日
に
歪
ら
て
十
弗
に
下

何
年
一
一
一
月
株
式
市
場
に
一
噸
産
乞
来
た
し
十
三
日
一
に
俄
然
.
務
し
之
と
相
前
後
し
て
同
氏
商
業
銀
行
、
北
堕
米
利
加
凶

暴
落
し
、
向
民
主
・
良
市
場
に
英
姿
レ
一
総
て

b
、
同
時
に
ス
タ
氏
銀
行
、
新
ア
ム
ス
ア
Y
ダ
ム
閥
民
銀
行
、
等
よ

6
手
形

、
ジ
グ
!
ド
石
油
合
肢
が
千
四
百
六
十
二
の
運
賃
制
反
議
反
交
換
所
委
員
合
代
制
し
て
交
倹
栄
一
文
桃
代
濁
し
助
力
を
得
l

t

事
件
の
然
記
二
千
四
百
二
十
二
部
弗
の
罰
金
を
科
せ
ら
る
え
と
ー
を
請
求
せ
b
ぷ
ぬ
る
に
凶
民
商
業
銀
行
渡
汁
λ
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、12o

ッ
し
な
る
者
主
と
し
℃
銅
株
の
究
占
を
行
ひ
、
同
行
の
取
千
入
百
部
弗
は
直
に
支
扮
川
い
た
れ

E
も
サ
二
日
比
絡
に
文

一掛川役

J
M
I
B
M
'

ス
し
も
又
不
信
用
な
る
行
潟
を
敢
℃
せ
抑
営
停
止
し
、
廿
一
一
一
日
に
は
国
米
利
加
一
倍
托
合
肢
が
取
付

b
J
、
印
種
々
の
銀
行
の
取
締
役
之
な
λ

ツ
℃
一
銀
行
の
株
式
・
を
受
け
て
ニ
州
地
問
内
に
三
千
四
百
科
弗
を
支
柳
川
ω
。
9
V
J

4

ど
他
銀
行
に
到
し
℃
携
m
慨
に
入
れ
、
又
他
の
銀
行
の
株
式
ゴ

y
y
信
托
命
日
枇
も
取
付
に
よ
寸
一
一
千
部
弗
よ
λ

ソ
二
百
協

を
一
銀
行
比
一
劉
し
℃
憐
川
慨
に
滋
て
資
金
を
融
油
せ
b
、
如
弗
に
預
余
減
少
せ

h
E
凶
立
銀
行
は
川
市
に
信
托
白
枇
よ
λ

リ

新
一
は
米
側
銀
行
制
度
が
支
応
制
皮
に
わ
ら
ず
し
℃
特
立
銀
~
預
金
bz受
け
た

b
じ
が
か
く
の
如
b
d
取
付
に
は
倒
立
銀
行

行
制
度
な
る
を
以
℃
取
引
に
か
〉
る
不
都
合
を
生
ヒ
た
る
一
の
資
力
に
も
影
響
し
も
十
月
廿
四
日
に
は

Mm宵
市
川
切
に

ま
合
、

4

一
て
寸
コ

l
u戸、

?
?
1
1一
英
跡
hz総
ち
令
一
紙
併
業
は
中
止

j

〆

か
く
の
如
く
交
換
所
代
助
力
を
二
三
銀
行
よ
ら
乞
ぴ
来
A
Y

し
取
引
所
を
間
容
せ
ん
と
す
る
時
に
な

b
た
れ
ば
取
引
所

じ
が
此
略
委
員
な
る
銀
行
業
者
は
銀
行
合
一
枇
よ
ら
投
機
業
長
寸
ト

1
マ
〉
し
は
品
川
走
し
℃
寸
ピ
ヤ
1

ポ
シ
ト
、
屯

yd

者
の
附
慨
を
駆
逐
の
す
る
必
要
を
戚
L
L
若
し
助
力
を
嬰
す
ガ

γ
し
の
事
務
所
に
玉

b
て
協
議
佐
設
ね
っ
屯

y
が
ン
し

る
な
ら
ば
役
員
の
夏
訟
を
な
す
べ
主
之
そ
命
ぜ
ら
、
助
命
は
大
銀
行
家
日
和
曾
し
℃
二
千
五
百
前
兆

k
出
し
℃
市
場

A
V
は
庇
に
行
し
は
れ
ぬ
、
而
し
て
十
月
廿
一
日
に
受
か
℃
の
恐
怖
を
抑
へ
、
大
獄
卿

J
Y
ア
リ
ュ
!
し
も
刷
出
陣
令
、

了
一
ヅ
カ
!
ポ
ヅ
カ
!
し
信
托
曾
枇
も
又
委
員
合
の
助
力
を
求
を
樹
立
銀
行
に
預
托
し
信
托
曾
枇
を
救
憐
す
る
の

mk供

め
来
れ

b
、
此
曾
枇
は
ω
判
官
に
於
て
娘
一
二
番
目
代
位
し
預
し
近
々
、
数
日
間
に
三
千
五
百
高
弗
の
閥
際
金
を
知
育
代
投

金
は
六
千
二
百
部
弗
に
上
れ
ら
、
か
)
る
窮
紋
に
陥

b
た

b
、つり
v

カ
ロ
し
寸
シ
ン
シ
ナ
!
チ
し
寸
ピ
ヅ
バ
!
グ
し
其
他
の
山
中

る
は
庇
に
岡
牧
し
難
色
d

事
業
代
資
本
を
同
定
し
た
る
結
果
央
市
場
に
も
瓦
紛
の
凶
庫
金
b
n
一
投
ぜ
ら
、

に
し
℃
代
理
銀
行
た
る
川
内
主

ogMguw
え
の
ο
B
H
0
2
0

一
方
手
形
交
換
所
は
十
月
廿
六
日
に
歪

b
℃
交
換
所
貸
付

は
代
理
交
総
一
一
を
謝
絶
じ
た

b
、
放
に
忽
に
取
付
を
来
、
犯
し
読
谷
の
後
一
れ
乞
議
決
〈
し
サ
八
日
よ
λ

ツ
賀
行
し
た

b
、
各
・

c- ;、

来f~

録

':It 
:IL 

命、
a
a
a
e

、-.、
r

2

1

5

J

~

'

S

1

宅、一、
.
J

も-一't

B

'

↑
昌
司
、

{
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二
六
O

地

薬

殺

行

一

高

を

血

中

ヤ

れ

ば

現

金

代

用

ぬ

伸

一

が

各

地

は

於

て

扱

行

せ

ら

れ

た

る

が

は

前

表

総

背

一

O
O
、
0
0
0
、
0
0
0

に
依
hJ
て
知
る
乞
得
べ
し
、
比
等
代
用
品
分
を
秘
別
す
る
時

V

カ

ゴ

三

七

}

五

O
五、

0
0
0
‘
は
約
七
秘
に
分
た
る
、
似
し
英
、
説
者
は
著
し
く
類
似
し
殆

ア
ヒ
一
三
ア
Y
ア
イ
ヤ
一
一
一
一
、
二
九
五
、

0
0
0

ん

E
区
別
の
綴
準
立
ち
難
言
も
の
ゐ
る
は
又
免
れ
公
る
所

i
F

‘F

・‘。

ポ
ス
ト

γ

一
一
、
九
九
五
、

0
0
0

お
り
之
す

セ

ン

ト

Y
ィ

，

二

一

、

九

六

五

)
0
0
0

判
交
換
所
貸
付
絞
券
、
各
組
合
銀
行
間
に
於
け
る
諸
勘
定

ピ
ッ
バ

i
グ

五

、

五

八

五

、

0
0
0

の
決
済

mIι
し
℃
数
初
五
百
弗
よ

b
一
一
向
弗
に
立
る
交
換

。N
Y
チ
屯
i
ア

一

一

、

五

二

0
、0
0
0

腕
貸
付
続
匁
を
殺
行
す
る
は
従
来
其
例
に
乏
し
か
ら
な
れ

ミ
ゲ
ヲ
ォ

1
キ

!

一

一

九

二

六

O
、
0
0
0

ど
も
此
皮
の
恐
慌
に
於
け
る
が
如
く
摘
に
後
行
ロ
れ
た
る

か
)
る
救
済
に
拘
ら
ず
純
脊
に
於
け
る
銀
行
設
に
信
托
食
例
を
見
ず
、
支
の
千
八
百
九
十
一
一
一
年
の
恐
慌
に
於
℃
は
ぬ

祉
の
預
金
は
取
一
付
を
弛
れ
ず
、
通
貨
は
死
滅
お
れ
、
通
貨
相
続
券
を
夜
行
し
た
る
は
級
官
外
七
大
市
に
過
ぎ
公
ら
し

に
罰
し
て
打
歩
は
四
歩
五
原
代
上
・
9
長
く
一
二
分
に
局
れ
か
此
皮
の
勤
続
中
に
は
四
十
二
市
以
上
の
谷
市
に
於
て
校

長
、
一
方
h

弘
通
貨
代
用
の
様
々
流
通
説
券
後
行
せ
、
b
れ
た
行
ヨ
れ
た
ら
、
而

L
て
漁
協
中
全
米
側
各
交
換
所
貸
付
議

A
Y
、

め

分

の

後

行

総

高

は

二

億

三

千

八

百

高

弗

郎

千

八

百

九

十

一

一

一

此
れ
等
を
以
て
し
℃
も
如
何
に
米
側
通
貨
制
皮
が
不
完
金
r

年
に
比
じ
約
一
一
一
約
金
ー
に
常
れ

b
o

，

、‘.，
J

ikι
℃
必
要
時
期
比
膨
脹
し
符
w・
り
る
の
快
粘
あ
る
が
判
明

F
交
換
所
貸
付
総
券
(
流
泌
用
)
‘
介
元
来
交
換
所
絞
怨
の
日

す

。

・

的

は

各

俊

案

者

の

窓

見

に

依

る

も

亦

千

八

百

九

十

八

年

の

恐
慌
以
前
迄
の
質
例
代
徴
す
る
も
銀
行
間
の
勘
定
決
済
代

用
ゆ
る
に
在
b
L
K
同
年
の
恐
慌
に
際
し
初
め
て
各
交
換

通
J
調

瑚

沼

運

用

組

問

瑚

員

議

諸

事

品一泊

rω
ル
人
誌
目
1
f
4
t

zι
出
U
4
d
J
跡比
V
M
U
A

一
一
現
金
代
舟
努
の
按
行
、
恐
慌
の
.
際
比
皆
ι
9
℃
如
何
に

建
鍾
一
一
彊
璽
醤
臨
時
議
習
翠
智
司
書

し12'1

腕
は
取
泊
先
に
封
し
℃
銀
行
の
支
榔
用
に
供
す
る
が
銭
め
，
現
令
代

mm分
は
法
律
の
制
裁
乞
受
付
、
ず
し
℃
夜
行
せ
ら
れ

滋
貨
よ
」
岡
績
な
る
殺
券
を
夜
行
ず
る
に
至
-
9
し
か
と
英
俊
た
る
不
換
紙
幣
な
か
i

現
代
に
於
け
る
無
政
府
政
治
の
路

行
は
資
際
東
南
部
諸
州
に
限
ら
れ
た
台
、
然
る
に
此
皮
の
物
な
-h、
米
凶
銀
行
訟
の
不
備
な
る
世
帯
怖
に
治
ら
れ
て
現

恐
慌
中
ヂ
ョ

1
ヂ
ア
、
州
以
千
八
百
九
十
一
二
年
に
於
け
る
は
れ
た
る
も
の
な
夕
、
然
か
も
財
界
不
穏
に
し
℃
人
心
恐

川
町
如
〈
再
び
此
臆
念
券
の
中
心
と
な
ム
ヲ
、
来
て
は
会
凶
に
怖
に
襲
は
れ
銀
行
は
取
材
に
池
ぴ
波
貨
は
死
滅
ロ
れ
℃
跡

一
普
及
し
℃
問
問
洲
内
の
み
な
ら
ず
英
他
の
各
地
に
於
℃
も
週
一
を
絶
ち
趨
法
な
る
救
一
際
方
法
な
b
d
時
に
方

b
℃
比
等
諸
税

同
…
け
ぜ
ら
れ
佐
々
交
換
所
の
設
立
せ
ら
れ
診
る
小
市
n
自
に
於
一
の
代
用
券
は
有
数
比
一
英
職
分
を
議
く
し
無
数
の
破
綻
倒
産

で
一
歩
ら
殺
行
そ
ら
る
λ

に
至
れ

b
、
共
他
に
山
例
代
用
券
'
乙
一
を
未
然
K
防
護
し
た
る
や
明
、
が
な
，
Q
J

、

.

し
て
殺
行
せ
、
b
れ

た

る

は

)

一

二

米

捌

政

府

の

取

れ

る

救

一

際

的

氏

、

此

金

融

上

の

騒

録

上

町
交
換
所
小
初
予
付
取
引
者
小
切
手
刊
知
育
宛
潟
税
手
形
一
救
械
制
す
る
が
銭
に
政
し
府
の
取
れ
る
政
策
に
つ
き
℃
一
点
目
す

町

一

預

金

手

形

町

工

業

者

小

切

手

一

べ

ち

は

樹

立

銀

行

に

一

拐

す

る

預

託

高

増

加

し

此

以

上

に

増

等
に
も
で
現
制
代
用
券
総
後
行
一
両
三
億
三
千
四
百
弗
の
豆
一
加
の
徐
地
な
当
に
去
ら
た
る
際
政
府
は
民
間
に
死
滅
せ
ら

績
の
も
の
を
磁
別
す
る
と
h
t
は
火
表
の
如
し
、

4

長
・
'
一
れ
た
る
資
金
乞
吸
集
、
し
銀
行
紙
併
の
殺
行
商
を
附
加
せ
ん

、u
t』
m

p

-
交
換
所
貸
付
設
券
、
(
大
券
)
・
・
・
・
・
・
・
二
一
一
一
八
一
一
が
矯
め
大
織
郷
は
十
一
月
十
八
日
バ
ナ
マ
怒
川
開
撃
し
資
金

岡
同
(
小
券
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
二
一
…
と
し
て
二
分
利
付
一
公
債
五
千
部
拘
仰
を
他
に
期
限
一
ヶ
年
一
二

同
小
切
手
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
ア
~
分
利
付
大
城
省
手
形
一
俗
的
卯
右
政
流
行
し
前
者
に
は
二
千
四

収
引
者
小
切
手
・
・
・
・
・
・
・
:
・
・

1
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
四
'
百
六
十
一
一
一
一
約
千
九
百
八
十
品
川
後
者
に
制
到
し
℃
は
千
五
百
間

工
業
者
小
初
予
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
四
七
十
三
潟
大
千
五
百
弗
の
臆
情
換
を
待
允

b
、
之
を
以
℃
岡
山
郎

合

計

三

三

間

金

を

墜

に

し

℃

之

を

総

立

銀

行

に

源

託

す

、

又

…

方

に

刷

機

ニ

六

一鈴

t 
iψ 、(. 

. 
， 

.、‘、
4 べ.
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需

品

J

・

け

l

ニ大日一

問
。
一
立
銀
行
は
二
分
利
付
会
債
を
指
保

t
L℃
更
に
紙
幣
を
後
ー
行
が
パ
-
一
ッ
ク
に
際
し
℃
な
し
た
る
絵
体
港
反
の
行
錯
も

一
行
す
、
此
等
救
済
策
の
然
に
通
貨
死
識
は
止
み
通
貨
に
鈎
今
日
に
於
℃
は
常
然
英
機
利
を
興
ム
ペ
し
と
一
一
般
に
認
め

し
打
歩
も
消
滅
し
受
換
所
組
合
銀
行
の
準
備
金
も
府
加
じ
民
ら
る
一
〉
に
宝
ち
た
れ
刊
と
も
通
貨
膨
肢
の
危
険
な
く
尚
一
様
利

十
一
月
二
日
に
は
英
準
備
金
は
治
定
割
合
に
濁
し
て
さ
千
を
奥
へ
符
る
や
は
容
易
に
解
決
を
見
る
べ
く
も
あ
ら
ず
、

八
百
八
十
一
二
高
八
千
弗
不
足
せ
し
が
英
次
週
十
一
月
十
六
へ
銀
行
紙
幣
な
る
も
の
は
一
闘
の
通
貨
が
慌
に
災
k
以
て
充

口
に
は
不
足
高
五
十
部
弗
に
減
b
千
九
百
八
年
二
月
一
日
一
銭
8
れ
旦
卒
常
に
は
銀
行
は
許
芯
れ
た
る
機
利
を
全
部
行

に
於
℃
は
法
定
割
合
を
超
過
す
る
乙
之
間
千
五
百
十
二
高
一
は
ず
、
わ
る
絞
皮
に
於
℃
業
後
行
舗
を
制
限
す
る
に
わ
、
b

六
千
七
百
弗
の
多
b
d
に
及
び
た

b
、
十
一
月
下
匂
に
至

b
…
w
d

れ
ば
伸
縮
カ
わ
る
も
の
F
乙
な
ら
ず
、
現
心
牝
米
側
人
は
流

℃
先
づ
危
期
を
脱
し
大
城
郷
は
図
庫
Am況
を
何
枚
し
、
十
月
一
通
上
に
金
貨
ど
以
て
底
抜
間
接
K
A川
一
換
の
保
流
わ
る
紙
似
巾
;

の
下
旬
よ

b
十
一
月
の
上
旬
に
か
け
て
七
分
に
引
上
げ
ら
…
十
億
弗
を
使
剤
し
つ
〉
あ
る
が
放
に
之
以
上
倒
立
銀
行
に

れ
た
る
英
鵠
銀
行
制
引
歩
合
も
又
七
分
五
起
に
引

3
上
げ
…
し
で
仲
結
カ
わ
ら
紙
幣
右
後
行
せ
ん
と
欲
せ
ば
現
在
の
此

ら
れ
た
る
粉
乙
帝
悩
銀
行
の
金
利
歩
合
も
一
月
比
至
hJ
℃
一
十
億
弗
の
紙
幣
に
加
ム
る
に
陶
立
銀
行
紙
幣
の
培
後

ιな

何
れ
も
湾
総
に
復
せ

b
、
而

L
℃
金
貨
も
多
少
紐
育
よ
b
一・
9
通
貨
膨
脹
の
泌
あ
る
と
と
乞
側
一
底
せ
ぴ
る
可
ら
ず
、
此

欧
洲
へ
向
け
輸
出
せ
る
〉
傾
向
な
表
は
せ
λ
y
、
此
等
を
以
一
危
険
を
認
め
て
之
を
挫
μり
r
A
M
V
絡
に
立
案
せ
ら
れ
た
る
も

て
す
る
も
十
月
比
起

b
て
十
一
一
一
月
に
及
川
ω
て
漸
次
快
術
協
，
…
の
淵
い
ひ
げ
か
げ
刊
し
案
な

b
lし
す
被
浅
川
小
川
川
小
川
別
清
仰

の
絡
に
つ

5
た
る
乙
と
は
之
ど
知
ム
リ
得
る
な
'po

、
の
れ
公
債
保
諮
唆
行
を
み
一
然
厳
止
し
℃
樹
立
銀
行
保
紛
信
用
~

ヂ
ヅ

F
J
!
?

逸

貨

制

度

の

改

草

、

滞

家

を

以

て

之

代

代

へ

え

1

乙
す
る
も
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